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第９号 令和６年１月１９日（金） 校長 古野 祐一 

 

 スマイルふぞく 

令和５年度 附属小学校だより 

 

 

今年、目指す姿は「変化」！ 
「飛躍」する 1年を過ごした令和 5年。その飛躍に勢いを付け

るため，令和 6年の目指す姿として，「変化」という漢字を始業式

で子どもたちに伝えました。一時期「変なホテル」というネーミン

グで注目を集めたホテルのことは御存じかと思います。このホテ

ルのコンセプトは，「常に変化し続けること」だそうです。飛躍す

るために変化し，より良いスマイル附属にしたいという願いと重

なります。本校に関わる全ての人が幸せになるよう，より良く変わ

り続けたいという宣言を，「変化」の二文字に込めました。 

辰年の今年，龍が空に昇るように，どんどん勢いを増して成長し

ていく，縁起のいい年になると言われています。加えて，辰年の辰

は北極星を表すとのこと。校章にもある本校のシンボルです。新し

い変化を求めて，様々に挑戦する北斗の子にぴったりの年です。 

そこで，子どもたちに期待することとして二つを伝えました。 

 

 

 

 

 

 ちなみに私も小さなことを変えてみました。中断していた日記

の再開です。これまで手書きで続けていたことがありましたが，携

帯電話の日記アプリ「ジャーナル」に変えて挑戦しています。一日

の足跡が残っていくことが楽しくて，今のところ続いています。 

子どもたちと一緒に，これまでに学び続けたこと，身につけてき

たこと，準備してきたことを活かして，もっともっとワクワクする

スマイル附属に変えていきます。 

環境が子供を育む！ 
体育館の改修が大詰めを迎え，最後の床の張り替えが進んでい

ます。２月下旬には，子どもたちにお披露目をしたいと思っている

ところです。ターザンロープの設置も，ほぼ完了しました。足下に

人工芝を敷き詰める作業を，今後実施して完成となります。学校に

お越しの際は，少し足をのばして覗いてみてください。子どもたち

の思い出を育む場所が，また一つ出来たことを嬉しく思います。こ

れも育友会の皆様の御理解と御協力のおかげです。引き続き，北斗

の環境がますます変身していくよう努めてまいります。 

※裏面に続きます！ 

３ 

 

子供たち向けの，新年

メッセージの掲示板。 

 

地域向けの，新年メッ

セージの掲示板。 
 

 

フロアシートを貼る
前の体育館の床板。 

 

ほぼ完成したターザン

ロープで遊ぶ子どもた

ち。 

附属小のマスコット・キャラクターが決

まりました！平和で一人一人が輝く学校

という願いが込められています！ 

 

①これをやったら自分がもっと成長するという事を考え，小さ

なことから変えてみること。そして，それを楽しむことです。 

②友達の変化を見付けて応援すること。その応援が，次の応援に

つながり，さらにワクワクするクラス・学年・学校へと変わっ

ていくからです。 

 



                                                                            

                           学級のストーリー 

 ６年３組では，学級のエピソードを物語として記し
ていく取組を行っています。上記の話は，自学級につ
いて心にふれた思いを言葉として残したものです。担
任の中村教諭は，「一人一人に物語の主人公になっ
てほしい」という思いで，この取組を始め，卒業の日
までに１冊の物語の本として完成させたいと話してい
ます。  
 九州各県の附属学校をみると，教科担任制の学校
が多いです。各教科の専門性をもった教師が授業を
行うので，教科の本質に迫った授業が展開されます。
その反面，担任として係わる時間が限られているの
で，子どもとの関係づくりに難しさがあるという話も
聞いたことがあります。 

 本校でも，高学年を中心に教科の専門性を生
かしたカリキュラムづくりを進めています。より深
い教材研究に基づいた授業が展開できるなどの
メリットがあります。この授業づくりの礎となるの
は，子どもとの関係性があってこそです。だから
こそ本校職員は，学級づくりを大切にします。６年
３組の取組のように学級独自の文化を創り上げ
るのです。 
２月９日の研究発表会に向けて，各学級の熱

量が高まる時期です。ある担任は「この子たちの
表現豊かな姿をぜひ参観者に見ていただきたい
です」と語っていました。また，ある担任は，「学級
会で，子どもが自分たちで楽しさを創り出す姿を
見ていただきたいです」と言っています。 
ヒストリーという言葉はストーリーと同じ語源と

されています。学級の歴史は教師と子どもがつく
る物語です。集大成である研究発表会に向けた
残り１か月，学級の歩みを進めてまいります。 

     教頭 橋田 晶拓 

 

 

 

学び直し 

保護者の皆様の中には英語が非常に御堪能な方も

いらっしゃる中で大変お恥ずかしい話ですが，この冬

より，英語を改めて学び直しています。その姿はまる

で受験生。英語を主な言語として使う人が身近にず

いぶんと増え，英語によるコミュニケーションが必要に

なったことがきっかけです。今では，LINE メッセージ

への英字入力にもずいぶんと慣れてきたところです。 

手始めに，書店にて，文法書や単語帳などを１５年

ぶりに購入しました。英文法など，実に高校生以来の

学習です。当時は英語の学習など特に好きでもな

かったので，「『他動詞』っていうんだ，ふ～ん･･･」程

度の，確かに学んだことがある，という事実しか記憶

に残っていません。 

しかし，人間というのは不思議なものです。「あぁ，

この部分が目的語だ」「主語を説明するのが補語

か･･･」「自動詞の後ろに名詞は置けないんだよね」

と，昔は全く頭に入っていかなかった内容が，今では

一つ一つ理解できるのです。 

高校時代の私と今の私では，一体何が違うのでしょ

うか。これは紛れもなく，学ぶ意欲や必要感です。「や

りたい！」「やらなきゃ！」が学びの定着に直結してい

るということを，身をもって体験しています。 

 

何かを身に着けようとするとき，その土台として必

要不可欠な「学びに向かう力」。単なる知識の量やテ

スト問題対策だけでなく，「学ぶ」ということ自体の本

質的な意味を，子どもたちに伝えていきます。 

        主幹教諭 才木 崇史 

  

 

環境の力 

「子どもと共に学習計画を立てる」「子ども同士のよ

い相互作用を生むための場を仕組む」…そんな自律

した学びの支えとなることが，教師の重要な役割とな

ります。その役割の一つに，「学習環境の整備」があり

ます。学習する環境は，学習効果に影響をもたらし，

多様な学び方を身に付けていくために必要な環境を

整えていくことが重要となります。 

教室をのぞくと，次のように，実に様々な掲示や展

示が目に留まります。 

 

 

 

 

  

 

   

 

掲示は，子ども自身が目標へと立ち戻ったり，問題

解決に活用したりする際に役立てられます。また，自

由に席を離れ，直接展示に触れて確かめたり，それを

もとに対話したりする姿も見られます。子ども自身が，

「自ら学習環境に働きかけることで，学習行動がよい

方向に変化する」という気付きを得ることも，自律した

学びを促進していく上で重要であると考えます。 

研究発表会では，環境を生かして自律して学ぶ子

どもの姿にも，是非御注目ください。 

教務主任 松尾 勇哉 

 

 自分たちの学級の現状を数値化することもできる。
客観的に比べるためには，よい方法である。でも，
STORY３組には数値化できない自分たちだけでしか共
有できないものがあるように思う。言い換えると，個性
豊かな人たちがたくさんいるように思う。 

３年 社会科 ６年 家庭科 


